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１．目 的

地方自治体の財政事情が逼迫し、これまで地域振興

を支えてきた公共事業の規模が縮小する中で、それに

代わる地域再生策として、観光振興や観光まちづくり

に期待が寄せられている。また、非営利活動が社会的

に認知されるようになる中で、地方自治体の役割が見

直され、まちづくりでも地域住民や NPO などによる

主体的な活動が求められている。

その一方で、現在の観光は持続可能な観光(サステイ

ナブルツーリズム)であることを求められ、その実現の

ためには、地域外の旅行業者に送客やマーケティング

を依存する今までの観光から、地域主体の自律的観光

への移行が必要だといわれている 1)。

しかし自律的観光の実現には、地域の観光がどうあ

るべきかではなく、観光に関わる地域内外のアクター

(関係者)がどのような関係を持つかが重要である 2)。こ

うした多様なアクターの存在を前提とした仕組みや相

互関係のあり方は、最近｢ガバナンス｣と呼ばれ注目さ

れているが 3)、地域内外の観光にかかわるアクターによ

るそれは｢観光地域ガバナンス｣だと捉えることができ

る。しかし、この視点からの研究はまだほとんど行わ

れてはいない。

この研究では、持続可能な観光を実現するための、

地域主体の自律的観光地域ガバナンスを検討した。そ

の際に、｢地域外から観光客が来訪する｣という観光の

特性を前提とし、自前主義の｢自立｣ではない、｢自律｣

を前提として持続可能な観光を実現するアプローチを

考察した。そして、それを実際の観光地において適用

可能な、地域内外の関係性構築のための中間システム

を含む｢観光の関係性モデル｣として提案した。

２．自律的観光の再考

観光開発や観光客の集中は地域の自然環境や社会に

悪影響を与えてきた。特に観光地となる地域ではその

問題が指摘されてきた。そのため、それを緩和しよう

としてエコツーリズムなどの｢新しい観光｣が模索され

てきた。こうした動きは 1990年代以降、持続可能な発

展や産業・企業のグリーン化という社会的圧力を受け、

持続可能な観光をめざすことに引き継がれてきた。持

続可能性の追求は、観光分野においても重要なテーマ

である。

しかし大量の観光客を扱う地域外の旅行業者にマー

ケティングや送客を依存し、地域外から大きな影響を

受けている観光地が、単独で持続可能な観光に移行す

ることは難しい。特に地域の観光依存度が高い場合は

一層である。また、そもそも観光客が地域外から来訪

することで成り立つ観光では、観光地が地域外のアク

ターから独立することは難しい。そのため自律あるい

は依存という選択肢だけではなく、地域外のアクター

と地域がどのような関係を維持するかが、めざすべき

自律的観光の姿であり、その結果、持続可能な観光が

創出できると考えられる。

なお、ここでは先行研究 4)に従い、観光を出発地と

観光地(観光目的地)、それに関係する旅行業者などで

構成されるシステムとして捉えた。なお地域の概念は

多様だが、本研究では市町村の範囲を上限とする比較

的狭い範囲で考えている。

３．先行研究における地域内外の観光システムの関係

前述した地域外のアクターへの依存傾向は、マーケ

ティングや集客、さらには経営指導にまで及んでいる。

それは敷田・森重が指摘したように 5)、地域外観光シ

ステムが地域観光システムを包含している状態である。

この関係を改善するためには、地域外観光システムと

の関係をマネジメントすることが必要であるとして、
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モデルを提示した。

また、地域内外の関係については、地域で自己完結

する｢自立的観光｣の実現は難しいので、地域外観光シ

ステムからの自立(独立)をめざすのではなく、地域外

観光システムとの関係を地域側が主体的に構築し、そ

れを維持するマネジメントが必要であると主張した。

その場合、両者の関係は自立でも依存でもない、いわ

ば｢自律的な依存｣となると述べている。

４．中間システムを含む関係性の構築

しかし敷田・森重によって提示された、地域を内外

に二分するモデルでは、地域内外にどのような関係性

が構築されているかが明確ではなかった。そのため、

自律的依存という関係性の提案までしかこのモデルで

は説明できず、実際の観光地域に応用しにくかった。

そこで本研究では、両者の関係を維持するためのイ

ンターフェイスである｢中間システム｣が存在するモデ

ルを提案したい。

このモデルは図-1に示すように、地域内の観光シス

テムを、地域の自然環境や社会、文化、ある意味では

観光資源となり得る地域の｢資本｣として示した。また

地域外の観光システムは、観光客となり得る消費者や

旅行業者などのアクターとしている。そして、その中

間に両者を関係づける機能を持つ組織や仕組みとして

｢中間システム｣を位置づけた。

中間システムを組み込んだ地域内外の関係は以下の

ように示すことができる。図-1の左下の①に示すよう

に、まず地域資源を価値づけ、商品化(ブランディング)

して、旅行商品や素材などとして地域外に②販売(マー

ケティング)する。その結果、③観光客が地域を訪れ、

地域内での支出につながる。場合によっては、優れた

地域資源に魅力を感じた地域外のアクターが中間シス

テムに参加したり、地域に対して投資したりすること

もある。そして販売した旅行商品や投資によって、地

域に経済的利益が発生するが、それは中間システムの

維持のほか、その一部を地域づくりとして④地域資源

へ｢投資｣することも起きる。その結果、地域資源の付

加価値がさらに上がり、ブランド化を促進する。

ここで、中間システムは多様なタイプを想定できる。

例えば最近注目されている着地型観光では、観光地域

側の旅行業者やNPO、観光関係団体である。彼らが地

域内の資源を旅行商品化して地域外の旅行業者などに

販売したり、地域外から観光客を集客したりすること

を想定すればよい。一見、地域外の観光システムの代

理機能のようにも考えられるが、この中間システムを

地域主体で運営・経営できれば、地域外の観光システ

ムによる無差別な地域資源の利用が避けられる。

また中間システムは、必ずしも地域内の組織である

必要はなく、地域内外の中間に位置することで役割を

果たすことができる。そのため、中間システムのため

の組織化は必ずしもこのモデルの条件ではない。

図-1 中間システムを組み込んだ観光の関係性モデル

５．観光地域ガバナンスに向けて

以上のような中間システムを含む地域内外の観光シ

ステムの｢3 者モデル｣は、地域による自律的観光を検

討する際に利用できる。地域が自律的観光をめざすに

は、地域の観光の構造改革を目標にするのではなく、

地域側が地域外の旅行業者などを含めた観光システム

との関係性をどのように構築するか、つまり観光地域

ガバナンスの主体的構築に目標を絞ればよい。そして

必要であれば、地域側が NPO や観光協会、観光関係

の企業連合などの組織を中間システムとして位置づけ、

地域外の観光システムとの｢自律的依存関係｣をどのよ

うにして実現できるかが課題であろう。
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